
 

 

 

 

 

   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

『贖罪』 
２０２０年 あけまして おめでとうございます。 
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。さて、新たな年を迎えると同時に、私事ですが、今年は還暦（６０歳）を
迎えます。そんな節目の年に思い出されるのが、大好きな「贖罪」という歌です。この「贖罪」の歌詞を読む度に、こ
れまでの自分の人生と重なり、今度こそはと心新たにするのです。しかし、それでも人間は間違いや誤ちを犯します。
「一年の刑は元旦にあり」と言いますが、これまでを償うだけではなく、初心を忘れずに大切に生きていこうと思わ
せてくれる一曲です。 
人の努力を笑ったこと 自分は努力しなかったこと 大切なとき手を抜いたこと 最後の最後で諦めたこと  弱ってる
とき無理をしたこと 強がりを偉いと勘違いしたこと  

人の弱さを受け入れなかったこと 人を自分と同じだと思ったこと  泣きたいときに我慢したこと 自分の心をいじめ
たこと 身近な人を悲しませたこと 大切な人を傷つけたこと  嫌いなものを突っぱねたこと 好きなものをごまかし
たこと  

周りに合わせて愛想笑いしたこと 好き嫌いだけで動いたこと  群れるのは弱いと決めつけたこと 孤独を選んだ気に
なっていたこと 好いてくれる人を大事にしなかったこと 悪意ばかり拾ってしまったこと  生きることを頭で考えた
こと なんでも理由をつけたがったこと 自分の心に素直にならなかったこと 差し出された手を振り払ったこと   

ごめんなさいを言わなかったこと ごめんなさいを簡単に言ったこと ありがとうを言わなかったこと ありがとうを
勝手に期待したこと  愛されているのを自覚しなかったこと 特別を当たり前と思ったこと 生まれてきたことを後悔
し た こ と   抱 え き れ な い も の を 背 負 お う と し た こ と     あ あ  今 日 も 少 し ず つ 生 き て い こ う               

詞・曲 傘村トータ 

感謝 
ア ウ ル  宮  崎  直  人 

 
 


